
– 1 –

■司　　会　SAA　北澤　正浩

■開会点鐘　会長　五十嵐　正

■出席報告

■本日の欠席者　

二宮、宋、中谷、福村

■他クラブ出席者　新川、五十嵐、北澤（地区）

■ゲスト　方しおん様（R 財団奨学生）

■ 11 月誕生日祝　

安藤会員　11.4　　佐藤勉会員　11.18

■会長報告　　　　　　　　　　　五十嵐　正

　皆さん、こんにちは。本日も例会にご出席い

ただき、ありがとうございます。

　まず、友好クラブである岩沼ロータリークラ

ブからお知らせがありました。

　2026 年 10 月 17 日（土）に、竹駒神社で創

立 60 周年の記念式典が行われるそうです。

　新会員の皆さんのために少しご紹介します

と、岩沼クラブとのご縁は、2011 年の東日本

大震災がきっかけでした。

　「寄付だけでなく、直接的な支援を」との

思いから現地を訪れた際、私たちを案内して

くださったのが岩沼クラブの皆さんでした。 

その後、区民まつりでの「トマト麺販売」や「子

どもたちへのクリスマスプレゼント」、チャリ

ティーコンサートでの宮城学園との共演、そし

て「千年希望の丘」への高校生派遣など、さま

ざまな交流を続けてきました。

　やがて、友好クラブ締結と「災害時相互支援

協定」へと発展し、その中から誕生したのが、

防災冊子「てんでんこ」です。
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　今も両クラブで地域に配布を続けています。 

　今回、岩沼クラブの鯨岡会長から、60 周年

記念事業として、心身障害児通園施設「すぎの

こ学園」に遊具を贈る『サンタの贈り物』事業

を計画しているとのお話がありました。

　ただ、地区補助金の減額により、クラブ負担

が増えてしまったとのことです。

　「もし少しでもご協賛いただければありがた

い」とのご依頼を頂いておりますので、本日の

理事会でご相談したいと思います。

　次に、今週 8 日㈯にはパシフィコ横浜で地区

大会が開催されます。

　すでに全員登録を済ませていますので、ぜ

ひ多くの方にご出席いただきたいと思います。 

特に新会員の皆さんには、地区全体の雰囲気を

感じていただき、ロータリーの広がりを実感し

ていただければと思います。

　最後に、ロータリー青少年交換プログラムの

二次募集が始まりました。

　対象は、横浜・川崎在住または在学の高校 1

〜 2 年生で、15 〜 17 歳の方です。

　派遣と同時に、来日学生のホームステイ受け

入れも要件となります。

　身近に該当する方がいらっしゃいましたら、

ぜひご紹介ください。締め切りは 11 月 25 日

です。

以上、どうぞよろしくお願いいたします。

■幹事報告　　　　　　　　　　　関口　大樹

▷例会臨時変更のお知らせ

◎横浜瀬谷 RC

・11 月 21 日㈮⇒ 23 日㈰花博カウントダウン

◎新横浜 RC

・11 月 21 日㈮　休会

・12 月 12 日㈮⇒ 11 日㈭　クリスマス家族例会

・12 月 26 日㈮　休会

◎横浜南 RC

・11 月 22 日㈯　休会

・12 月 27 日㈯　年末交流家族会

◎横浜田園 RC

・11 月 25 日㈫⇒ 27 日㈭山内中学職業講演会

・12 月 16 日㈫　クリスマス例会／青葉台フォーラム

■情報集会発表

※ A グループ　　　　　　　　　    中谷　逸希

１．ラミレス講演会（体験例会）について

○テーマ案

「ラミレス流の生き方」

（野球を始めるまでから現在・家族のこと・子

育てなど）

○講演趣旨

　ラミレス氏の生き方を通して、ロータリーの

理念や活動に興味を持ってもらうことを目的と

する。

　講演内容の中でロータリーについても触れて

いただき、体験例会として一般の方にも親しみ

やすくする。

○進行・内容構成案

• イントロ部分：ロータリー面白話しで心を引

く。例えば大池公園の日時計がロータリーマー

クになっている話題などを五十嵐会長から紹

介。ロータリーの身近な魅力を伝える。

• 講演内容：「ラミレス流の生き方」〜野球・家

族・子育て・人生観〜など。対話のなかでも少

しロータリーについてふれてもらう。

• 質問コーナー：事前申込フォームにて「ラミ

レスへの質問（任意）」を募集し、当日抽選で

質問を投げかける。

• 抽選会：受付時に番号札を配布し、ラミレス

氏に抽選してもらう。

　※クラブ関係者は当選対象外。

○運営体制

• 実行委員会を新設し、全体運営を担当。

• 実行委員長：関澤さん（推薦）

• タウンニュース対応：草柳さん・中谷

○広報・集客

• 各事業所に A3 ポスター掲示・チラシ配布。

• クラブ HP およびタウンニュースに掲載。

• 関連学校（万騎が原中・二俣川高校等）、がん

センター、野球部関係者へのチラシ配布。



– 3 –

• 地域野球クラブにも協力依頼。

• 会場ロビーにロータリー紹介ブースを設置（活

動紹介・防災・入会案内など）。

　→数名でも入会希望者が出れば理想。

○当日持参物・展示

• ロータリー旗、フェローシップ資料、募金箱、

エコバッグ、活動写真等。

○注意事項文（チラシ掲載文案）

天候不良や講師の都合により、日程を改める場

合がございます。

当日の開催情報は「横浜旭ロータリークラブ 

ホームページ」に掲載いたします。必ずご確認

の上ご来場ください。

２．会員増強について

○方針

• 年間 3 名の新会員獲得を目標に、最低 1 名を

確実に入会。

•「ランドマーク的存在（地域に影響力のある

方）」の会員を迎えたい。

○具体施策

• 花博（花と緑の博覧会）への積極的な参画を

検討。→ 古川先生に依頼予定。

• 会員候補情報の共有

各自が「この人を紹介したい」という候補者情

報を持ち寄る。

• ロータリー PR 強化

地域行事・講演会・HP・SNS 等を通じて、一

般の方が興味を持つ接点を増やす。

３．例会頻度・開催方針について

• 月 2 回：固定曜日・固定日で開催。

• 月 1 回：フリー枠として、持ち回り開催（柔

軟に対応）。

• 夜間例会は、昼間に参加できない会員のため

に継続が望ましい。

４．地区大会・周年行事などについて

• 地区大会は可能な範囲で無理なく参加。

• 参加者が少ない傾向があるため、アンケート

を実施し参加意欲や要望を把握する。

• 他クラブと比較しても旭クラブの出席率向上

を目指す。

• 特別例会（出国・米山・ポリオ等）を定期的

に設け、参加意欲を高める。

• 新会員にも分かりやすいよう、例会シミュレー

ションや周年行事説明会の開催を検討する。

※ B グループ第１回情報集会

2025 年 10 月 15 日　　　＠菜々や

（参加者：田川さん、目黒さん、佐藤勉さん、関澤）

情報集会テーマ

①来年２月体験例会に向けた集客アイデア

○早めの告知を心掛け公共掲示板やタウン

ニュースに掲載するとともにサンハートのイベ

ント情報にもアップしてもらう

○ラミレスさんなので少年野球チームに配布し

てみてはどうか

②会員増強について具体的アイデア

○２月の体験例会を機会に名刺交換から例会へ

の誘致

○経営者の方を呼び込めるよう公共性の高い

方、例えば医師の方を招き、その年代の興味を

引くガンに関することなどをテーマにし卓話は

セミナー形式で幅広く集客しその中から候補者

を見つける

③現在月 3 回の例会（1 回は夜間例会）である

が今後の開催方法

○現状のままで良いとの意見でまとまりました

④地区大会参加や会費・寄付など上記以外の要

望等

○会費の値下げ

○寄付金（米山、財団、チャリコン等）を会費

で賄えないものか？

※ C グループ　10/15 菜々や　　　中島　徹

①体験例会集客アイディア

・ポスターを会員さんの社内や店舗にはり、告

知を行う

・チラシの裏に会員さんの情報を載せ協賛を募る

・ＹＣＶに取材に来てもらう

・タウンニュースに取材に来てもらう

・区役所の地域振興課にポスターを張ってもらう



– 4 –

 

UCL
⼤学院留学

報告

2024/25 �グローバル補助⾦奨学⽣

⽅しおん

横浜旭ロータリークラブ 卓話

⽬次

イギリス・ロンドンの基本情報

UCLでの学びと課外活動
ロータリークラブ、ロータリー奨学⽣との関わり

イギリス社会についての学び

今後の展望

イギリスの基本情報

⾯積：24.3万平⽅キロメートル（⽇本の約3分の2）

⼈⼝：6,827万⼈（2023年英国統計局推計値、

     うちロンドンの⼈⼝約895万⼈）

政府：スターマー労働党内閣（2024年7⽉発⾜）

経済：3.8兆USD。消費者物価指数は2023年に

7.3%、2024年に2.5％上昇。

出典：外務省基礎データ

UCL East

UCL

ロンドンの⽣活

RC of
Canary
Wharf 

寮

・地域の企業をリストアップし、直接訪問して

チラシを配る。

・地域の学校・草野球チームに案内

②会員増強アイディア

・会長より、ぜひチームを組んで旭ロータリー

のウェブ戦略を考案してみてほしいとの意見を

いただく。YOUTUBE チャンネルやインスタグ

ラム

③今後の例会の在り方

・月に 4 回あると助かる。

・例会回数のアンケートを取ってみてはどうか？

・全員参加のウェブ形式でやってみるのはどうか。

■ニコニコ BOX

安藤　公一／方しおんさん、本日の卓話宜しく

お願いします。誕生日祝いありがとうございま

す。

新川　　尚／方さん、本日の卓話宜しくお願い

します。

五十嵐　正／昨日は中谷グループの情報集会お

世話になりました。

佐藤　真吾／ロータリー財団奨学生、方さん、

卓話楽しみです。

昨晩の情報集会 A グループご参加の皆様お疲れ

様でした。とても楽しく有意義な時間でした。

中島　　徹／先日は情報集会ありがとうござい

ました。方しおんさん本日は卓話よろしくおね

がいいたします。

田川　富男／方しおんさん、本日の卓話よろし

くお願い致します。これからの財団活動にも期

待しています。

北澤　正浩／方しおんさんの卓話楽しみにして

おります。

関澤　信吾／方しおん様、本日の卓話宜しくお

願い致します。

関口　大樹／方しおん様、本日の卓話宜しくお

願いします。
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UCLでの学び
コース名: MSc Prosperity, People and Planet

研究機関：Institute for Global Prosperity

専攻：エコロジー経済学、⽣物多様性保全

クラスメート：中国、マレーシア、南アフリカ、ブラジル、⽇本からの学⽣17名

UCLでの学び

Systems Thinking (システム思考)：
システム内の構成要素間の相互作⽤とシステ

ム外からの影響を可視化するための問題分析

アプローチ

 → 環境・社会問題を「システム」の中で理解
し、解決のための介⼊ポイントを特定するの

に役⽴つ

→サプライチェーンマネジメント、組織構成
の分析にも応⽤されている 

１学期⽬：概念枠組み∕研究⼿法∕データ分析と地理情報システム

２学期⽬：⽣物多様性と社会多様性の統合に関するアトリエ∕豊かで 

包摂的な地球の未来のための事例研究∕廃棄物管理と循環型経済

３学期⽬：修⼠論⽂ 

研究

タイトル：システムダイナミクスアプローチによる、ポスト成⻑におけるカカオサプライチェー

ンの変⾰

コートジボワールカカオ⾖の⽣産における森林破壊、児童労働、貧困問題を題材に、ポスト成⻑

の原則を当てはめてサプライチェーンを改変した際の2015-2050年の変化を定性/定量的に分析
森林破壊と児童労働の撲滅

農家の平均収⼊が12倍の31,997⽶ドルに増加
⼟地⾯積を削減しながら292,023トンのカカオ⾖を⽣産
⽣産者と取引業者間の累積売上⽐率が3分の1に縮⼩

指導教官エコロジー経済学教授

Robert Costanza先⽣カカオ⽣産のシステム

課外活動

Junky Bins個⼈コンサル
⽣徒代表 ⽣態調査

ロータリークラブ、

ロータリー奨学⽣との関わり

オリエンテーション 1120 & 1130地区⼤会 2024

チャリティーマラソン ボランティア

ホストクラブのクリスマスパーティー

クリスマス礼拝⽂化交流

ロータリークラブ、

ロータリー奨学⽣との関わり

ロンドンミニマラソン ボランティアRC of Canary Wharfの例会・ディナー

ロータリークラブ、

ロータリー奨学⽣との関わり

多様な⻝⽂化

イギリス社会について知ったこと

①ロンドンは多⺠族社会である

イギリスの⺠族割合

出典：イギリス政府 “Regional ethnic diversity”
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員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

例　会　日

例会出席率

修正出席率

平 均

員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

２ ０ ２ ５ 年 度 9 月 出 席 率 一 覧 表

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

１０  日

％
78.95

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

  67 0 67

100 0 100

100 0 100

100 0 100

     0 0 0

100 0 100

   

    0 0 　0

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

  67 0 67

     0 0 0

100 0 100

      

  

  

  

３日

19
15

19
15

％
78.95

78.95
％

19
14

19
14

％
73.68

73.68
％

１７ 日

19
1６

19
16

％
84.21

84.21
％

－出席規定免除－

安　藤　公　一

福　村　　　正

市　川　慎　二

五 十 嵐 　　 正

北　澤　正　浩

草 柳 孝 広

増　田　嘉 一 郎

目 黒 惠 一

中 島 　 徹

中 谷 逸 希

新　川　　　尚

二　宮　麻 理 子

岡　田　　　隆

佐　藤　真　吾

佐　藤　利　明

佐 　 藤 　 　 勉

関 口 大 樹

関　澤　信　吾     

宋                    謹      衣

田　川　富　男

 

－出席規定免除－

市⺠判事として活動する

ロータリアンのクリスティンさん

街中のチャリティーショップ、

ドネーションボックス

イギリス社会について知ったこと

②ボランティア・チャリティーが根付いている

イギリス社会について知ったこと

③歴史を重んじ、保存する

中世の街並みが保存されているライ

植⺠地時代のコレクションが保存されている

Pitt Rivers博物館

キャリア⽬標：⽣態経済学の専⾨知識・スキルを活かし、グロー

バルに働きながら持続可能な社会の構築に貢献すること

中⻑期に⽬指す仕事：⾃然環境 ✖ ビジネス
⾃然資本経営コンサルティング

環境NGO
国際機関

直近の進路：ロンドンの専⾨家紹介サービス会社での、⽇英バイ

リンガル・アソシエイト

今後の展望

1年間の第2590地区・スポンサークラブ横浜旭RCの皆様のご⽀援・ご声援に⼼からの感謝を

申し上げます。

ロータリーのグローバル奨学⽣として勉学に励ませていただきとても名誉でした。

現地のロータリアン・他の奨学⽣との⽂化交流や奉仕活動を通じて、ロータリー財団の精神

を経験するとともに、より⾝近にイギリスの⽣活を知ることができ、⾮常に豊かな留学経験

になりました。

今後は2年間学友及び学友会の幹事として、次期奨学⽣の留学前後のサポートや活発な学友

の交流、学友役員の円滑な活動運営に努めます。

引き続きどうぞ宜しくお願い致します。

感謝の⾔葉＆学友活動への意気込み


